




研究目的:乳児の肝疾患は原因の如何にかかわらず多かれ少なかれ閉塞性黄疸のパターン

を示すが,その中には組織学的に巨細胞の出現する巨細胞性肝炎,また大人の肝炎の組織像

に似ている肝炎が含まれている。B型肝炎ウイルスが発見された時,これで新生児肝炎の成

因は解決つくかと思われたが,このウイルスの垂直感染では Carrier 状態になるか,ごく軽

い慢性肝炎像を示すととが多く,巨細胞性肝炎とは関係ないことが明らかになりた。それな

らば非 A 非 B 型の肝炎ウイルスはどうかという事は当然考えられることである。一方非 A

非 B型肝炎は carrier atateが明らかにあり,血液を介して伝播することからも,垂直感染

とそれにつづく肝病変或いはcarrierstate がなければならない筈である。この様な点から

乳児肝炎に非A非B型肝炎関与の可能性の有無を検討したいというのが究極の目的である。 

又B型肝炎に関しては高力価のllBs抗体とワクチンで母親から子供への垂直感染を予防出

来ないかどうか検討を行った。 


